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人が移動する目的にはいろいろある

● 移動しながら運動したい

● （初めて訪れた土地で）観光したい

● グルメスポットをチェックしたい

● 気分転換したい

● 早く安全に避難したい

タイミングや目的によって
「最適」な経路が変わる



現在の経路探索

費用と時間の最小化のみ
多様な目的に応じた経路探索ができない



出発地点 目的地点

＝距離の評価 ＋ 目的に関する評価

経路評価

提案法：移動目的に応じた経路案内システム

● 運動
● 観光
● グルメ
● 気分転換
● 避難

従来は考慮無し



厚木市3D都市モデルとの出会い

2025年９月21日（日）

すぐ下の階で行われていた

３D都市モデルの展示を見学

目的別経路案内システムと融合するアイディアへ



開発したシステムと避難経路探索の例

Google Map API + PLATEAU

現在地避難先



デモ



実現した機能

● 最も近い避難所を探索できる

● 浸水データに基づいて最も安全な経路を案内できる

厚木市３D都市モデルから取得



苦労したこと

● 関連データセットの仕様書の記述がなかった

避難所情報（GeoJSON）

例：”level”の定義が
分からない



データ形式に係る問題点と改善策

● 一度にダウンロードすべきデータ量が多い（2.5GB）

ダウンロードや処理に時間がかかる

● 使用されているcityGML(VR向けデータ形式)は

Webアプリに適さない

関連データセット(v3)データセット（右図）ごとに細分化
する方が良い

GeoJSONに変換する方が良い



細分化されたデータに基づくアプリの例

● 飯山避難所施設情報 21.4KB アクセスが速い
通信量も削減できる



まとめ

● 地図アプリの研究とPLATEAUのデータを連携させた

○ 浸水データに基づいて最も安全な経路を案内できるようになった

● データ形式に係る問題点と改善策を挙げた

○ 一度にダウンロードすべきデータ量が多い データを細分化する

○ cityGMLがWebアプリに適さない GeoJSONに変換する

● 細分化されたオープンデータに基づくアプリのメリットを示した

○ アクセスが速くなった

○ ネットワークの通信量を削減できた



今後の方針

● 提案システムのさらなる改良
○ 避難所の収容人数や標高を考慮する

避難先の状況を知るため

○ 実際に災害が起きている場所の情報を取り入れる
安全な避難所に誘導しやすくなる

● 作成したアプリの公開
○ GitHub
atsugiCrop: https://github.com/tpu-medialab/atsugiCrop
go_shelter_safe: https://github.com/tpu-medialab/go_shelter_safe
○ 卒研発表会の1/27以降にダウンロード可能
○ 使い方やチュートリアル資料の作成

atsugiCrop

GitHub公開中

go_shelter_safe



ご清聴ありがとうございました


